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近年、医療の進歩により化学療法や放射線療法を受けた小児の生存率は増加している。しかし、これ

らの治療は、歯の形成や形態に影響を与えたのではないか、との報告が散見される。このような影響

は、歯根の発育異常、倭小歯、形成不全、晩期残存などが含まれる。その発現頻度は、化学療法を開

始した年齢やプロトコール、放射線療法の有無に関連があると考えられている。

　Minicuccii）らは、急性リンパ性白血病で治療を受けた1歳～12歳の小児のうち、82．9％に何らかの歯

の異常が認められたと報告している。その中で最も歯の異常の頻度が高かったのは、1～6歳の期間に

発症した小児でかつ化学療法のみを行ったグループであった。

　一一一方、Kaste2）らは、小児における急性リンパ性白血病の治療に放射線療法を施行した群と施行しな

かった群で比較評価を行ったところ、放射線療法を施行した群の50％に歯の異常が認められ、施行し

なかった群では25％にのみ歯の異常が認められたと報告している。

　今回、このような国内外の複数の文献を紹介しながら、これらの療法により歯の形成・形態に異常

が認められた症例を提示し、その障害の発生機序と小児歯科臨床の場で問題となるケースへの対応に

ついて考察したい。
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